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元
丹
南
県
戸
籍
係
が
清
水
村
役
人
へ

高
木
氏
・
三
笠
宮
妃
成
婚
祝
い
礼
状

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
十
四
日
、

明
治
政
府
は
、
江
戸
時
代
の
こ
れ
ま
で
の
藩

を
廃
し
、
新
た
に
県
を
置
く
廃は
い

藩は
ん

置ち

県け
ん

を
断

行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
松
原
市

丹た
ん

南な
ん

に
置
か
れ
て
い
た
丹
南
藩
は
無
く
な
り
、

領
地
は
丹
南
県
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
す
。

　
す
で
に
明
治
政
府
は
、明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

六
月
、
こ
れ
ま
で
藩
の
大だ
い

名み
ょ
うが
支
配
し
て
い
た

領
地
や
領
民
を
政
府
に
返
還
さ
せ
る
版は
ん

籍せ
き

奉ほ
う

還か
ん

を
う
ち
だ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当
時
の

十
二
代
藩
主
高
木
正ま
さ

坦ひ
ら
は
、
丹
南
藩
知
事
に
任
じ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
正
坦
は
五
か
月
後
の

十
一
月
十
八
日
、
職
を
辞
し
、
高
木
氏
十
三
代
の

正ま
さ

善よ
し
が
同
月
、
丹
南
藩
知
事
を
継
い
だ
の
で
す
。

こ
の
正
善
が
藩
知
事
に
あ
っ
た
明
治
四
年
に
廃

藩
置
県
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
、江
戸（
東

京
）
に
居
住
し
て
い
た
高
木
氏
は
、
現
東
京
都
港

区
南
青
山
に
住
し
、
子し

爵し
ゃ
くに
列
し
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
丹
南
県
は
七
月
十
四
日
に
成
立

し
た
も
の
の
、
四
か
月
後
の
十
一
月
二
十
二

日
に
、
堺
県
に
編
入
さ
れ
、
わ
ず
か
数
か
月

し
か
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
、
堺

県
は
、
河
内
や
和
泉
国
な
ど
の
大
阪
府
内
だ

け
で
な
く
、
大
和
国
、
奈
良
県
ま
で
を
含
む

大
県
と
な
り
ま
し
た
。

　
南
新
町
六
丁
目
（
旧
地
名
は
布
忍
村
清
水
）

の
木
下
博ひ
ろ

章あ
き

さ
ん
宅
に
丹
南
県
に
か
か
わ
る

書
状
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。「
壬じ
ん

申し
ん

正
月

二
十
四
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
元
丹
南
県

士
族
の
正ま
さ

木き

良よ
し

知と
も

が
、
旧
丹
南
藩
領
地
の
河

内
国
丹た
ん

北ぼ
く

郡
清
水
村
の
西に
し

野の

藤と
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

宅
へ
養

生
の
た
め
寄き

留り
ゅ
うを
申
し
出
た
こ
と
を
証
し
た

文
書
で
す
。
正
木
は
、
申さ
る

年
生
ま
れ
で
、
こ

の
時
五
十
一
歳
で
し
た
。
元
丹
南
県
戸
籍
係

が
清
水
村
役
人
に
宛
て
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
明
治
五
年

一
月
当
時
は
す
で
に
丹
南
県
は
な
く
、
堺
県

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
文
面
は
丹
南
藩
（
県
）

の
罫け
い

紙し

を
用
い
、
堺
県
と
せ
ず
、
元
丹
南
県

と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
戸
籍
係
の
公
印
も

押
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
、

県
の
編
入
・
制
度
の
切
り
替
え
の
混
乱
期
に

あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
丹
南
県
の
文
書
が
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
堺
県
と
の
引
き
継
ぎ
を

考
え
る
う
え
で
も
貴
重
な
史
料
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
書
状
が
残
さ
れ
て
い
た
木
下
氏

は
、
も
と
も
と
、
高
木
氏
が
三み

河か
わ

国
（
愛
知

県
）
を
拠
点
に
し
て
い
た
頃
か
ら
の
家
臣
だ
っ

た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
高
木
氏
は
元げ
ん

和な

九
年

（
一
六
二
三
）、
一
万
石
の
大
名
と
し
て
丹
南
藩

主
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
木
下
氏
も
三
河
か

ら
清
水
に
移
っ
た
と
言
い
ま
す
。
清
水
村
は
幕

府
領
を
経
て
、宝ほ
う

暦れ
き

九
年
（
一
七
五
九
）
以
後
、

丹
南
藩
の
領
地
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
地
で
、

木
下
氏
は
、
村
役
を
勤
め
る
と
共
に
、
両
り
ょ
う

替が
え
の

商
い
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
も
木
下
家
に
は
、「
丹
南
御ご

證し
ょ
う

札さ
つ

引ひ
き

換か
え

方か
た

」
と
記
す
両
替
許
可
書
の
木
札
や
、
藩
札
・

書
類
を
保
管
し
た
丹
南
藩
を
示
す
「
丹
」
と

書
か
れ
た
桐
材
の
木
箱
も
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
両
替
時
に
使
用
さ
れ
た
分ふ
ん

銅ど
う

や
天て
ん

秤び
ん

も
見
ら
れ
ま
す
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
116
）。

　
と
こ
ろ
で
、
先
の
元
丹
南
県
戸
籍
係
か
ら

清
水
村
役
人
へ
書
状
が
出
さ
れ
た
明
治
五
年

時
、
木
下
家
の
当
主
は
木
下
九く

平へ
い

で
し
た
。

九
平
は
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
村
政

に
関
わ
る
と
共
に
、
旧
藩
主
の
高
木
家
と
の

交
わ
り
も
続
け
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
明
治

に
入
っ
て
、
高
木
氏
は
子
爵
と
な
っ
た
正
善

の
後
を
継
い
だ
の
が
十
四
代
正ま
さ

得な
り

で
し
た
。

正
得
は
、
貴
族
院
議
員
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）、
正
得
の
次
女
の

百ゆ

合り

子こ

さ
ま
が
昭
和
天
皇
の
弟
の
三み
か
さ
の
み
や

笠
宮
殿
下

に
嫁
が
れ
ま
し
た
。
現
在
、
百
歳
に
な
ら
れ
た

三
笠
宮
妃
で
す
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
205
）。
そ

こ
で
、
九
平
の
あ
と
木
下
家
の
当
主
と
な
っ
て

い
た
猪い

一い
ち

は
、
正
得
に
結
婚
の
お
祝
い
の
品
を

贈
り
ま
し
た
。
木
下
家
に
は
、
正
得
か
ら
猪
一

宛
の
お
礼
状
が
次
の
よ
う
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　「
拝
啓
　
益
々
御ご

清せ
い

栄え
い

慶け
い

賀が

奉た
て
ま
つり
候
そ
う
ろ
う

陳ち
ん

者は

今
般
二
女
結
婚
に
際
し
て
は
　
御ご

懇こ
ん

篤と
く
な

　
る
御
祝
詞
並な
ら
びに
御ご

鄭て
い

重ち
ょ
うな
る
御
祝
品
を
賜
は

　
り
誠
に
有
り
難
く
深
謝
奉
り
候
　
就つ

い
て
は

聊い
さ
さか
御
禮
の
印
し
る
し

迄
に
粗
品
進
上
申
候
間
　
御

　
受
納
下
さ
れ
侯
は
ゞ
幸
甚
の
至
り
に
存
じ
奉

　
り
候
　
先
は
略
儀
な
が
ら
書
中
右
御
禮
申
上

　
度
　
斯か

く
の
如ご
と
く
に
御
座
候
　
敬
具
」

　
　「
昭
和
十
六
年
十
一
月
吉
日
」

　
　
　「
子
爵
高
木
正
得
」

　
　「
木
下
猪
一
殿
」

　
猪
一
は
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）十
月
生
ま
れ
。

明
治
三
十
一
〜
三
十
九
年
ま
で
布
忍
村
村
長
を

歴
任
し
、昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、八
十
三

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
木
下
家
に
と
っ
て
、

江
戸
時
代
以
降
、
旧
藩
主
高
木
氏
と
の
縁
を
大

切
に
し
て
い
た
こ
と
が
、
三
笠
宮
妃
ご
成
婚
の

お
祝
品
献
上
か
ら
も
わ
か
る
の
で
す
。
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